
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育目標【自主】【寛容】【挑戦】 

 重点目標「目標の実現に向けて、自ら努力する生徒」 

南相馬市立原町第三中学校 
学校だより 第 15号 
令和 5年 10月 20日（金）発行 
発行者 校長 和田節子 

生徒会総会で校長からは次のような話をしました。 

一人の旅人が道端でレンガを積んでいる 3 人の職人に出

会いました。「何をしているんですか」と尋ねると、3 人は次

のように答えました。 

１人目：見りゃ分かるだろ。親方に言われてレンガを積ん

でいるだけだよ。 

２人目：生活費を稼ぐために壁をつくっているのさ。 

３人目：歴史に残る大聖堂を造っているんだよ。多くの人 

たちの心の拠り所になるようにね。 

3 人の違いは何か。それは「目的」だと思います。皆が

目的を持って生徒会活動に取り組むことを期待しています。 

 

生徒会が募集した「いじめ撲滅宣言コンクール」で最優秀

賞に選ばれた、2年生の今井さんの作品です。とても良い一

句だと思います。一人一人がこのような気持ちでいれば、い

じめは絶対に起こらないと思います。皆で行動に移してい

きましょう！ 

優秀賞を受賞した作品を紹介します。 

○他と違う いじめる理由に ならないよ（3 年田中さん） 

○そのいじめ 見ているあなたも 共犯者（3 年髙玉さん） 

○思いやり みんなでできたら ほら笑顔（3 年蒔田さん） 

○一言で 変わる心と 変わる未来（2年岩本さん） 

10 月 17 日の生徒会総会で、「体育館の使用規定改正案」

が可決されました。「昼休みを楽しく過ごすために体育館を使

いたい。そのためにはどうしたらよいか。」クラスで考えたり、

中央委員会で話し合ったりしながら、民主的な手続きを踏ん

でルールを作りました。生徒会活動の本質である「学校生活

の課題を見つけ、みんなで話し合って解決していくこと」が

できるようになったことをうれしく思います。しかし、大切

なのはこれからです。皆で決めたことを皆で実行する。そん

な実践力を高めていきたいものです。 


